
Ⅰ．はじめに

　マツノザイセンチュウ抵抗性クローンは，抵抗性がテーダマツ

と同程度という基準で選抜している。しかしそれらの実生の抵抗

性には変異が認められ，抵抗性がそれほど高くない個体も混在す

る。九州では確実に抵抗性の高い苗木を生産する目的で，マツノ

ザイセンチュウを人工接種して抵抗性の低い個体を淘汰し，生き

残った健全個体を山出ししている。しかしこの選抜方法はコスト

と労力がかかり，また環境条件等により選抜の淘汰圧が変化する

ため，年によって抵抗性のレベル，ひいては得苗本数が変動する

という問題がある。この問題を解決し，省力化，抵抗性の向上，

安定した苗木生産を実現する方法の一つとして，抵抗性の高い個

体群をさし木によって増殖することが考えられる。

　クロマツはさし木が非常に困難な樹種であるが，採穂台木の年

齢が低い場合，また不定芽をさし穂とする場合でさし木発根性が

高いことが報告されている（1，2）。そこで，抵抗性クロマツの

幼木からさし穂を得るため，枝を剪定して短枝から不定芽を発生

させた。この際，剪定時期によって発生本数が変化するため

（3），実生苗を１ヶ月ごとに剪定して不定芽発生量の変化につい

て解析を行い，より多くの不定芽を得る条件を検討した。

Ⅱ．材料と方法

　剪定した材料は抵抗性クロマツの実生で，２００２年３月に播種し

た芽生え１３家系２６０本（以下０年生），２００１年３月に播種し，翌年

３月に床替した１１家系２６４本（以下１年生），２０００年３月に播種，

２００１年３月床替，同年７月マツノザイセンチュウ人工接種，２００２

年３月再度床替を行った５家系４３１本（以下２年生）を使用した。

なお，０及び１年生苗にはマツノザイセンチュウを接種していな

い。

　これらの実生苗の枝を剪定ばさみで切除し，不定芽を誘導した。

剪定時期は０年生が２００２年７・８月，１年生は同年６・７・８月，

２年生は同年４・６・７・８月の各中旬である。各月で前年枝を

切る個体と当年枝を切る個体に分け，各個体の主軸を切断した高

さを測定した。同年１０月１日に発生した不定芽を計数し，同時に

剪定を実施しなかった個体の苗高を測定した。さらに，一部の個

体については発生した不定芽の長さ及び基部直径を調査した。調

査対象個体は２年生個体で，前年枝を切除し剪定高が平均１８cm

（１５～２０cm）で不定芽発生数が平均２６本（２２～３１本）発生した個

体であり，剪定時期別に３個体ずつ調査した。

Ⅲ．結果と考察

　各月の剪定による不定芽発生量を表－１に示した。０年生の発

生本数は７月が平均５．５本，８月が７．２本であり，８月に剪定した方

が不定芽が多く発生した。１年生の苗木からは月平均２１．１～３１．０

本の不定芽が発生し，０年生と同様８月に剪定した方が不定芽が

多く発生した。２年生の苗木からは月平均１５．５～４５．８本の不定芽

が発生した。２年生は剪定する箇所によって発生量の月別傾向が

異なり，当年枝を切除した場合は０年生，１年生と同様の傾向を

示した。しかし，前年枝を剪定した場合は逆に時期が遅くなるに

つれて発生本数が減少し，枯損する個体も見られた。発生本数の

変動係数は２年生苗が大きく，０及び１年生苗の変動係数はいず

れも２年生苗より小さかった。

　不定芽の発生本数と諸条件の関係を検討するため，苗齢，家系，

剪定した枝の種類（当年・前年枝），剪定時期，剪定した高さを

要因とし，数量化Ⅰ類によって解析を行った。表－２に各要因の

カテゴリー数，分散分析による有意差の水準，レンジを示した。

さらに表－３に各要因のカテゴリー数量を示した。なお剪定高さ

は５cmごとに区切ってカテゴリー分けした。その結果，各要因

は枝の種類を除いて１％水準で有意であり，寄与率Ｒ２は０．５６と

なった。最も不定芽の発生に大きく変動を及ぼすのは剪定高さと

なり，そのレンジは３４．５であった。変動に寄与する要因のレンジ

は次いで苗齢，剪定時期，家系の順に小さくなった。苗齢におけ

るカテゴリー数量は１年生が２年生より大きいが，剪定する高さ

は１年生では最大２８cmであり，３０cm以上で剪定した場合数量が

より大きくなるので，２年生苗をより高い位置（３０～５０cm程度）

で剪定することが発生数を多くする要因であると解釈した。
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　次に発生した不定芽の長さ及び基部直径を調査した結果を表－

４に示した。４月に剪定した場合不定芽の大きさの平均は長さ

２７mm，直径２．４mmであり，それぞれ剪定時期が遅くなるほど

小さくなり，８月の平均は長さ６mm，直径１．４mmとなった。図

－１に調査した不定芽の長さの相対頻度分布を示した。４月に剪

定した場合，不定芽は５～７０mmの長さに広く分布し，６月に剪

定した不定芽は４月には及ばないものの５～４０mmと広い範囲で

分布した。一方７・８月に剪定した場合はほとんどが２０mm以下

の長さであり，分布範囲は狭かった。

　以上の結果から，０年生から２年生の抵抗性クロマツを剪定し

て不定芽を発生させた場合，２年生苗を高い位置で剪定したこと

で発生量が大きくなること，剪定時期が遅いほど多くの不定芽が

得られること，処理が遅いほど不定芽が小さくなること等がわ

かった。２年生苗が１年生苗より不定芽の発生量が多い結果と

なったが，これには２年生苗の枝数が多くなること，樹勢が大き

いこと等が関係しているように思われる。しかし，今後継続して

採穂台木として使用する場合，加齢によって不定芽発生量及びさ

し木発根率が早い時期に低下する可能性がある。したがって，不

定芽の発生量とさし木発根率を加味した得苗率の経年変化を評価

する必要があるだろう。
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図－１．不定芽の長さの相対頻度分布

表－１．剪定による不定芽発生本数とその変動

平均剪定高変動係数不定芽発生本数枯損率供試本数切除枝剪定時期平均苗高苗齢
（cm）平均（最小～最高）（％）（本）（cm）

　５．１０．２７　５．５（　２～　８）　０１３０当年枝７月１２．１０年生
　６．６０．３５　７．２（　２～　１２）　０１３０〃８月

１３．５０．２２２１．８（　１１～　３２）　０　４４前年枝６月
１３．１０．２９２９．７（　１４～　５２）　０　４４〃７月
１１．７０．３１３１．０（　１１～　５４）　０　４４〃８月３８．７１年生

１９．５０．３３２１．１（　１０～　４０）　０　４４当年枝６月
１９．９０．３０２５．４（　９～　３４）　０　４４〃７月
１９．００．２８２７．２（　１５～　５５）　０　４４〃８月

１７．４０．４２２０．４（　２～　５２）　２１３０前年枝４月
１８．７０．４７２１．７（　１～　４６）２５　７２〃６月
１８．７０．６９１８．１（　０～　４５）　６　５０〃７月
１９．３１．０７１５．５（　０～　６３）２４　５５〃８月６５．４２年生

３６．５０．６５２９．９（　４～１１２）　０　２９当年枝６月
３５．５０．５０４１．１（　１～　８８）　０　５１〃７月
３７．８０．６７４５．８（　１～１１８）　０　４４〃８月

表－２．数量化Ⅰ類解析結果

レンジ有意水準カテゴリー数要　因

３４．５　１％１１剪 定 高 さ

１８．９　１％　３苗 齢

　７．６　１％　４剪 定 時 期

　６．２　１％１４家 系

　０．５６８％　２枝 の 種 類

表－４．剪定時期による不定芽の大きさ

直径（mm）長さ（mm）調査本数剪定時期

２．４２７３４月

１．７２０３６月

１．５　９３７月

１．４　６３８月

表－３．各要因のカテゴリー数量

家系剪定高さ苗齢

－４．１三崎９０－７．１１－　５cm－９．１０年生

－２．４大分８－６．４６－１０cm９．８１年生

－０．７夜須３７－２．６１１－１５cm－０．５２年生

－０．６波方３７－０．２１６－２０cm

－０．５波方７３２．７２１－２５cm剪定時期

－０．３津屋崎５０３．９２６－３０cm０．８４月

０．２三豊１０３１５．８３１－３５cm－５．５６月

０．７小浜３０１８．２３６－４０cm０．７７月

０．９吉田８２２．３４１－４５cm２．０８月

１．２大瀬戸１２２７．４４６－５０cm

１．５川内２９０２０．４５１－５５cm枝の種類

１．７田辺５４－０．２当年枝

１．８志摩６４０．３前年枝

２．１頴娃４２５
（２００２年 12 月２４日　受理）


